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平成２６年８月７日 

新潟経済同友会 



国際見本市要望書 
 

○ 現状・問題認識 

・ 新潟地域は歴史的にも、日本海側の中心として発展し、空港・港湾・高速道路・新

幹線など各種インフラに恵まれ日本海側の重要拠点地域として評価されてきた。 

・ しかし、北陸新幹線の開通など近年の全国的な高速交通網の充実や国のオープンス

カイ政策の推進にともない、新潟の優位性逓減が懸念されている。 

 

○ 同友会提言の経過 

・ 環日本海の玄関口である新潟が、北東アジアの中心都市を目指し、「国際交流拠点都

市」としての役割を磨き上げていくためには、内外から多くの人が集まる都市づくり

が必要。 

・ 同友会では、平成 20年度から国際見本市について研究を進め、平成 25年度に提言

をまとめた。 

 

○ 国際見本市の効果・・・新潟経済のエンジンに 

・ 強力なマグネット効果と大きな経済波及効果を持つ「国際見本市」の本格的開催に

より、新潟空港などの利用活発化に加え、一層の交流人口拡大に寄与する。 

・ 国際見本市は出展者とバイヤーが商談を行う場であり、観光・宿泊・飲食をはじめ、

幅広い分野へ直接的な経済効果が波及することにより、広く本県全体経済の底上げと

持続的発展効果が期待される。 

・ さらには、航空機産業や農業分野を中心とした新潟ならではの国際見本市の展開に

より、世界からも注目される国際見本市開催都市になりうる。 

 

○ 要望 

・ 日本各地では、今、国際見本市の開催環境整備という新たな都市間競争が繰り広げ

られようとしている。 

・ 新潟が国際交流拠点都市として、安定的に交流人口を増加させるためには、官民が

一体となり、スピード感を持ってこの問題に総力を挙げて取り組む必要がある。 

・ 国際見本市会場は、相応の広い展示スペースを必要とし、現在の朱鷺メッセ単独で

は手狭感が否めない状況にある。 

・ 一方、国際見本市を招致・組成するには、出展者やバイヤーに対し交通アクセスの

利便性や質の高いサービス提供をアピールする必要があり、展示スペースに加え、レ

セプション会場やセミナールーム、国際会議場といった付帯機能を合わせ持つ施設環

境が求められる。 

・ 万代島周辺地区は、すでに県都新潟市のランドマークとして、さらには国際拠点港

湾の交流拠点として、その地位を確立している。国際見本市の環境整備により万代、

古町といった新潟の中心的なエリアを始め、信濃川両岸地域に多くの人が集まること

で、賑わいを創出することが見込まれ、「港町新潟」を売り込みやすくなる。 

・ また、朱鷺メッセと連携した一体的な展示スペースを新たに増設整備し、規模の異

なる展示スペースが隣接されることにより、あらゆる形態の催事に対応できる施設構

成となり、国際見本市会場の経済的かつ効率的な運営が期待される。 

・ さらに、見本市ビジネスを成功させ、見本市を継続的に組成・開催していくために

は、グローバルで高度なノウハウを持った運営主体が必要となる。 

・ このため、国際規模での経済動向やマーケティングに精通し、各種見本市を開催で



きるスキルを持った人材の育成と見本市組成会社の設立に産官学が連携して取り組む

ことが望まれ、開催を主導できる本格的体制を構築していくことが必要である。 

・ 万代島には、朱鷺メッセでのイベントや見本市開催において、企画運営の実績、ノ

ウハウを持った企業が立地しており、見本市ビジネスの土壌がある。 

 

・ 以上のことから、万代島周辺地区を対象に公設民営による国際見本市会場の増設整

備（現状の施設と併せて 20,000㎡規模）と継続的な展示会開催を可能とする見本市組

成会社の設立に取り組むことを強く要望する。 

見本市都市新潟へ 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１Ｘ年 ２０２Ｘ年 ２０２Ｘ年 

会場規模 ２万㎡ ２万㎡ ５万㎡ 

開催本数 年間５本 年間１０本 年間２０本 

宿泊数 ２万５千泊 ５万泊 １０万泊 

商談金額 １５０億円 ３００億円 ６００億円 

経済効果 ５０億円 １００億円 ２００億円 

将来的には世界に通用

する見本市を開催可能

にするため、さらに展

示スペースを拡張する

ことを見込む 
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